
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[5]文學研究表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/2557104

出版情報：文學研究. 5, 1933-07-10. 九州文學會
バージョン：
権利関係：



． 

會

一
、
第
四
回
沙
翁
記
念
祭
兼
新
入
生
歌
迎
含

昭
和
八
年
五
月
二
十
五

H
、
午
後
六
時
、
於
第
一

一學
生
染
含
所
。

・
営

H
の
出
席
者
、
豊
田
教
授
、
中
山
助
教
授
、
内
田
副
手
、

駆
生
五
十
除

名。記念
諧
派
、
左
の
如
し
。

一
、
「
我
國
に
於
け
る
沙
翁
記
念
祭
の
沿
サ
中
及
意
義
」

一
、
「
感
想
」

．

一
、
「
日
本
に
於
け
る
沙
翁
紹
介
の
概
略
」
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H
+
-
H
（木
）
新
入
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歌
迎
含
兼
獨
逸
文
邪
含
懇
親
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凌
輻
新
限
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學
.,,.,, 
,l!I, 

固

文

學

魯

｀ 

報

報

内
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助

敦

授

豊

田

敦

授

一

、

例

會

五
月
六

H
（土
J

午
後
六
時
凪
洲
朕
棲
上
に
於
い
て
、

新
人
生
歌
迎
の
意
味
を
以
て
談
話
含
を
催
す
。
（
新
入
生
十
氏
。
）

一
、
「
會

報

」

第

五

琥

六
月
下
旬
殺
行
。

1
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小
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(
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任
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春
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仝仝小
島
助
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授
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九
州
帝
國
大
學
法
文
學
部
文
學
隙
係
學
科
謡
謡
題
目

品
昭
和
八
年
第
一
駆
期
）

に
於
て
催
す
0

午
後
六
時
開
含
。
出
席
者
小
牧
敦
授
外
八
名
、
新
入
生

木
下
俊
夫
、
焚
菜
榮
の
雨
名
。
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究

殺

表
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一
、
五
月
十
八

H
（
木
）
、
午
後
六
時
、
第
一
油
習
室

＾
ィ
予
リ
ッ
ヒ
•
マ
ン
の
翌
幻
ッ
テ
配
」
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奈
良
朝
文
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史
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浪
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憚
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同

グ
ブし

第

五

輯

「
枯
礎

H
本
語
」
の
邸
岡
す
る
所
は
、
H
本
人
の
岡
諾
生
活
に
於
い
て
標
準

的
さ
な
っ
て
ゐ
る
曹
通
語
の
内
部
に
某
礎
的
な
領
域
を
描
定
し
よ
う
さ
す
る
に

あ
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
は
「
出
来
る
限
り
蹴
純
な
、
し
か
し
何
事
で
も
は
つ

き
り
さ
言
ひ
表
し
得
る
、
整
理
さ
れ
た
、
ま
た
記
憶
す
る
こ
さ
が
た
や
す
い
」

最
低
限
度
の
従
っ
て
何
人
も
有
つ
べ
き
賊
語
の
府
を
定
め
よ
う
さ
ず
る
こ
さ
で

あ
る
。こ
れ
は
菊
者
に
よ
れ
ば
、
屈
内
に
於
い
て
文
化
の
僻
遍
化
和J
可
能
な
ら
し

め
、
朝
鮮
・
疑
問
・
滴
洲
に
於
け
る
國
語
の
教
授
或
は
欧
米
の
人
々
空
図
語
學

修
を
容
易
な
ら
し
め
、
叉
旅
字
の
璽
何
か
ら
逃
れ
て
ロ
ー
マ
字
へ
の
可
能
性
を

深
め
、
且
つ
や
さ
し
い
文
字
に
盟
か
な
内
容
を
盛
る
制
純
を
典
へ
る
こ
さ
を
そ

の
目
的
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
碁
礎
語
は
そ
れ
を
包
振
し
て
更
に
高

盆
累
器
nn
或
は
持
殊
語
の
領
域
に
進
み
ゆ
く
こ
さ
を
何
ら
拒
否
す
る
も
の
で
は

な
い
。著
者
は
こ
の
や
う
な
基
礎
語
さ
し
て
千
語
を
選
び
、
そ
れ
を
表
に
作
成
し

た
。
そ
の
湿
嗚
坪
の
根
本
原
理
は
次
の
動
に
あ
る
さ
言
へ
る
。

一
、
文
字
に
劉
し
て
そ
の
照
み
方
を
一
種
に
定
め
る
こ
'!
J
o

二
、
音
領
に
紺
し
て
そ
の
意
義
和
J

一
種
に
定
め
る
こ
さ
。

三
、
意
義
に
劉
し
て
そ
の
語
臨
を
一
種
に
定
め
る
こ
さ
。

四
、
要
索
に
分
解
し
甚
礎
語
で
合
成
し
得
る
語
は
省
く
こ
さ
。
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染

報

日
本
文
學
。
國
語
・
國
文
°
國
文
學
邸
唸
國
學
院
雑
誌
u

同
志
祖
文
學
°
外
米

語
研
究
0

英
語
肯
年
。

n
卜、．^
°

皇
學
3

文
欧
砥

潮
0

蒻
術
0

國
文
卑
新
報
。

士
佐
史
談
念
回
知
ご
。
屈
粟
文
化
。
（
顛
序
不
同
）

寄
贈
雑
誌

例
へ
ば
、

ざ
゜

五
。
言
文
を
一
致
せ
し
め
、

「
町
哨
」
の
文
憫
さ
す
る
こ
さ
。

六
、
文
章
は
そ
の
ま
A

他
國
の
言
薬
に
し
得
る
も
の
さ
す
る
こ
●rJ
o
 

本
営
は
第
一
部
基
礎
日
本
語
の
文
章
の
法
則
及
ひ
第
二
部
基
礎

H
本
語
賊
本

か
ら
成
つ
て
ゐ
る。

法
則
に
於
い
て
在
来
の
閥
念
さ
異
な
る
所
は
。
動
詞
を
規

則
動
詞
（
し
•
す
る
·
す
れ
ご
(
J
~規
則
動
詞
（
地
の
諸
活
用
）
、
r
」
に
分
け
、

助
動
詞
さ
助
詞
さ
を

一
括
し
て
助
け
の
語
さ
し
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
。
仮
名
逍
は

す
べ
て
歴
史
的
の
そ
れ
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
第
二
部
に
は
小
尿
照
本
の
萩
礎
語
に

よ
る
書
換
へ
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
個
有
名
詞
が
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
さ
れ
て
ゐ
る
a• 

．

明
治
初
年
以
来
の
國
語
問
題
は
今
H

に
於
い
て
擦
埠
語
の
制
定
•
文
憫
の
統

一
・
梱
字
の
制
限
な
ざ
に

一
應
の
成
果
を
見
せ
な
が
ら
、
な
ほ
幾
多
の
問
題
を

竣
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
他
方
に
於
い
て
は
國
語
の
特
殊
性
に
到
す
る
認
識
が
深

ま
り
、
文
法
の
日
本
的
な
糾
織
さ

へ
が
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ

て
来
た
。
こ

の
時
に
際
し
て
こ
の
基
礎

H
本
語
の
主
張
が
提
唱
さ
れ
た
こ
さ
は
更
に
考
ふ
べ

き
種
々
の
問
題
を
提
出
し
た
も
の
さ
[-
口
ば
ね
は
な
ら
ぬ
。
（
東
京
市
紳
田
岡
佐

久
間
河
岸
三
十
七
番
地

六

星
誼
夜
行
定
似
壺
此
八
拾
錢
）

「
佛様
の
教
へ
和J
廣
め
る
た
め
の
家
」
＇
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